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    894-8964 

裏面もご覧ください。 
 
 
 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

“さんぽみち水曜コンサート”に伺いました。演奏した

団体「栄ソリスティ」は、平成８年栄区文化協会所属栄区

音楽協会個人演奏部門（クラシック）として設立し、現在

67 名が在籍しています。このコンサートは、設立後まも

なく関係者から“さんぽみち”（障害者ふれあいショップ）

の紹介を受け、ここでのお客さんが増えることを願い、最初は月一回から始まり、10 年

程前からは月 4 回開催しています。リピーターも年々増え、当日は 30 人ほどが集まり、

ここでは欠くことのできない身近なイベントとなっています。 

今回は友情出演を交えたオーボエ、イングリッシュホルン、

ピアノの共演で、目の前のお庭を愛でながらお茶をいただき、

ゆったりした気分の中で、それぞれの楽器が奏でる美しい音色

をダイレクトに感じながら、迫力ある演奏を堪能することがで

きました。観客の一人は、「日常を忘れる癒しのひと時をいた

だけるので、たびたび参加しています」と話されていました。 

代表の瀬畑さんから、「プロの演奏家としてより質の高い演奏をみなさまに楽しんでいた

だければ幸いです。また、日程・演目の調整などが大変ですが、ボランティアをする事に

より自分達が育てられているような気がします。」というお言葉をいただきました。リリス

での演奏活動を中心に、区役所・SELP 杜（知的障害者通所授産施設）など幅広く活躍さ

れています。ぜひ“さんぽみち”の生演奏にお出かけ下さい。（そら編集委員：片山・谷口 記） 
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 去年に引き続き今年度も「そら」では、“好き”をボランティア活動にしている団体を、そら 

ちゃんが紹介していきます。また今年度は、さまざまなボランティア活動に携わっている方に

スポットを当てた『ボランティア現場レポート』を連載します！ 

今回は、「栄ソリスティ」と「さかえ・ほっとスクール」で活躍された松島さんご夫妻のご紹

介です。それぞれどんな活動をしているのでしょうか？ 

栄ソリスティ 
 

栄区承認番号 109号 

 

 ピアハッピィ栄  

マスコットキャラクター 

『そらちゃん』 

 

さかえ公会堂 B1F“さんぽみち” 
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毎年６月頃に「さかえ・ほっとスクール」ボランティア

を募集します！ 

善意銀行へ金品のご寄付をありがとうございました。 

区内のさまざまな団体や施設へ配分を行う財源として、活用させていただきます。 

～寄付者一覧 ＊敬称略／受付順＊～（H26.７.１～９.30） 

神奈川土建一般労働組合横浜戸塚支部、藤見美代子、かつら愛児園、 

㈲ナオミ商会、須加尾重行 

 

 

 栄区の夏休み恒例「さかえ・ほっとスクール」（栄区障害児余暇支援事業）にご夫婦で参

加された飯島町在住の松島哲也さん奈緒さんにお話をうかがいました。 

 おふたりとも学生時代に子ども向けのイベントのボランティアに参加してすっかり“ボ

ランティア活動の魅力”にとりつかれ、その活動を通して最良の伴侶にも出会うというま

さにボランティア活動とは切っても切れない縁で結ばれていました。 

 栄区に転居されて 8年、奈緒さんはしばらく離れていたボランティアを始めようと今年

2月に栄区社会福祉協議会主催の「大人のボランティア体験講座」に参加。得意なパソコ

ンのボランティアを選び、それをきっかけに現在も活動を続けています。いつも生き生き

とした表情でその話をする奈緒さんに、しばらくボランティアから離れていた哲也さんの

ボランティアに対する思いが呼び覚まされたようです。そんな時にたまたま「ほっとスク

ール」のチラシを見つけて哲也さんのほうから奈緒さんを誘い参加されたそうです。 

 奈緒さんは「少しでも気持ちがあったらまずやってみることが大

事。多くの出会いの中で自分の考えも広がり、生活に張りが出た。」

哲也さんは「興味をもったら一歩踏み出してみたらいい。自分の知

らない世界を知り、いろいろな人との出会いはボランティア活動の

醍醐味でとても楽しい。仕事では得られないものが数多くあり、今

後も地域で続けていきたい。」とおふたりの口から熱い思いが次々

と溢れました。 

ボランティアに関する情報発信や問い合わせの方法も検討の余地があるのではと問題提

起もしてくださいました。             （そら編集委員：戸原・砂田 記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア現場レポート 

 

市民精神保健福祉フォーラム 「事例にみるうつ病と統合失調症の回復～その理解とケア～」 

日 時：平成 27年 1月 24日（土）午後 1時～4時  

場 所：金沢公会堂（泥亀 2-9-1）  ＊先着 400人 当日直接会場へ（参加費：無料） 

第一部：コーラス女性合唱団（アンサンブル・メリー・マリー） 

第二部：講演…白石弘巳先生（東洋大学ライフデザイン学部教授） 

主 催：横浜市金沢区役所 NPO法人浜家連 Dブロック（金沢・栄・港南・戸塚区の家族会） 

問合せ：金沢区役所障害担当 ☎788-7848  NPO法人浜家連 548-48１6 

イベント情報 

善意銀行 

問い合わせ先 


